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INTRODUCTION 01

シャッターを切り、

陽の温かさを感じたら

僕の気分はもう変わっていた。

あとは魚に出逢ってもう一度、

気持ちを積み上げればいい。

僕の釣りとはそんな時間なのです。

つりという時間
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シャッターを切り、

陽の温かさを感じたら

僕の気分はもう変わっていた。

あとは魚に出逢ってもう一度、

気持ちを積み上げればいい。

僕の釣りとはそんな時間なのです。

水にゆらめく高潔な銀鱗の輝きは
彼らの後世に繋ぐ意志の光。美
はしきものはやがて死を迎え、希
望の意志は泉の如く涸れはてん。

美はしきもの見し人は
プラーテン：生田春月・訳



Speyside04 Triumph 05

SPEYSIDEとはスコットランド・
スペイリバーのほとりという意味
と同時にスコッチウイスキーの
名門蒸留所一帯のことを言う。
清く豊潤な水は我々に酒を与
え、鱒を育み、恵みを与える。ス
ペイリバーのほとりで鱒に敬意
を払い、高貴な振る舞いで狙う
英国鱒釣り師の姿に憧れとい
つかの夢を見て今宵も一杯‥。

SPB88HS
Lure weight 7~24g,Line class 8~16LB,GRIP:Double（END 260mm）
SPB88HSは92XHSのシェイプアップモデル。より本流でのトラウトフィッシングに実践
的なミノーイング、スプーニングのスペックのみにして持て余す不必要なパワーや粘りを
削り取るとこうなる。

SPB92XHS
Lure weight 10~35g,Line class 8~20LB,GRIP:Double（END 270mm）
モンスタークラスの鱒を本流でもしっかり受け止める強靭なバットパワーと9cmクラスの
フローティングミノーも放つ繊細ティップ。さらにキャスティングのマックスウエイトは30g
超と海サクラや湖でのジグスタイルにも汎用される、まさに大型鱒専用設計ロッドです。

いつかはこの地へ

鱒族の回帰を僕は「凱旋・トラ
イアンフ」と呼ぶことにした。幾
多の試練を乗り越えて体も心
も強く育った彼らは美しく最期
の場所へと導かれる。そんな彼
らに憧れと敬意を抱き、祝福の
意を表すと共に僕はこのロッド
で彼らに一目逢いたく、触れた
いのだ。

TRB72MHS
Lure weight 5~14g,Line class 5~10LB,GRIP:Double（END 220mm）
本流ヤマメやサツキマスを狙うトライアンフ72は77、83と比べてパワーを下げつつ、若干
設計変更した。さらに軽量であらゆるルアーの操作性に優れた1本となった。

TRB77HS
Lure weight 7~24g,Line class 8~16LB,GRIP:Double（END 260mm）
狙いは本流のサクラマス。重量級のスプーンやバイブレーション、9cmミノーの連続アク
ションを想定してとにかく軽く、操作に必要な極限の張りとスペックを盛り込んだロッド。

TRB83HS
Lure weight 7~24g,Line class 8~16LB,GRIP:Double（END 270mm）
日本中の何処のサクラマスを狙うのにも最適なロッドのレングス83。的確なアクション操
作の硬めのハリはヒットすると美しく曲る。

約束の凱旋
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photographed by Natsuki Sakurai撮影協力 ： 福岡市大名BAR「Coda」 photographed by Takatoshi Yokoyama

※表示価格はスタンダードウッド仕様です。詳しくはＰ9をご覧ください。 ※表示価格はスタンダードウッド仕様です。詳しくはＰ9をご覧ください。
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革命と名付けたこのロッドは
確かに従来のトラウトロッドか
らすれば異端児であるかもし
れない。ミノー専用設計、はっ
きりとファーストテーパー、そ
れぞれのレングス相当の対
象魚からすれば有り余るバッ
トパワーをブランクに封じ込
めた。絶妙なティップはシンキ
ングミノーの動きにさらに生
命感を与えた。その結果、熟
練の渓流師達は新たな世界
を切り開きました。

RB48LS 
Lure weight 1~7g  Line class 3~6lb／Grip:Single（END 100mm）
源流専用のベリーショート・ハイテンションロッド。ちょろちょろ源流なのに大イワナが出る
ようなシーンにぜひお試しを！

RB55MS 
Lure weight 2~9g  Line class 3~6lb／Grip:Single（END 100mm）
繊細なティップでバックハンドを容易にした渓流スペシャル。瞬時にフックアップできる腰
の強さも備えたレボ渓流シリーズのオールマイティロッド。

RB58MS 
Lure weight 2~9g  Line class 3~6lb／Grip:S.Double（END 140mm）
ブランクは55と同一でグリップ設定を40mm長いセミダブルに変更。渓流域はもちろん、
ちょっとした本流も出来る欲張りなロッドです。

RB62MS
Lure weight 3~10g  Line class 4~8lb／Grip:S.Double（END 180mm）
中流域のストリームはもちろん、ボートからでも操作性が良く、ビッグトラウト狙いのハイパ
ワーロッド。湿原イトウの堅い顎にもフックアップ可能です。

RB72MHS 
Lure weight 3~18g  Line class 6~10lb／Grip:Double（END 220mm）
ミノーイングで本流ヤマメ、サツキマスをテクニカルに快適に攻めることが出来る軽量
ロッド。押しの強い瀬でのアクションやフッキングパワーも申し分ない。

伝統を重んじるというよりも
僕らはこうしたロッドの有効
性を十分に知っているので
す。バーブレスフックを使うな
らばフッキングにそんなに力
は要らないし、なにより掛けて
からのこの柔らかな曲がりの
いいロッドをカスケットは忘れ
ることが出来ませんでした。し
かしながら軽量感と適度な張
りでシンキングミノーのアク
ションにも満足のいくロッドに
仕上げました。伝統は移り変
わるのではなく深化・進化す
るのです。

TR52ULS-4P
Lure weight 1~7g Line class 3~6lb／Grip:Single（END 100mm）
源流を目指すアクティブなトラウティストに本格的アクションのロッドを提供します。畳む
とベスト背面にも仕舞えるから帰りは竿をカメラに持ち替える。印籠継ぎ。専用アルミ
ケース付き。

TR55ULS 
Lure weight 1~7g Line class 3~6lb／Grip:Single（END 100mm）
国内渓流のテクニカル・スタンダードモデル。必要最低限の張りでバイトを弾かず、最後
の最後までヤマメとのダンスを楽しめます。

TR66LS
Lure weight 2~9g Line class 3~8lb／Grip:S.Double（END 180mm）
ミノー、スプーンどちらも扱いやすく、アクション時には適度な張りがあるのにヒットするとキ
レイにベンドしてくれる。そんな相反要素を可能にした新たなトラディショナルロッドです。

TR76HS 
Lure weight 5~19g Line class 5~10lb／Grip:Double（END 220mm）
本流のミノーイングからスプーニングまでこの1本で済ませることが可能です。トルクも
あって安心感があるのにキレイにベンドする美しいロッドです。

掛けた魚は獲る 進化する伝統
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※表示価格はスタンダードウッド仕様です。詳しくはＰ9をご覧ください。 ※表示価格はスタンダードウッド仕様です。詳しくはＰ9をご覧ください。

Revolution Tradition
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ルイノとはアイヌ語で強くの意、ヒューチェンはもちろん英名：japanese huchen、イトウのことです。
国内淡水魚の中でもっとも大型に育ち、数々の伝説も残すイトウ。僕はこの魚に強い憧れを抱いて北海道の地
を踏みました。そうして湿原の奥深くに分け入り、腰上までディープウエーディングしてイトウを狙う彼に出逢いま
した。彼は至近距離で倒木の間にティップキャストでミノーを打ち込み、わずかなトレースコースでイトウを喰わせ
る。僕はその川の規模からは想像もつかない大きなイトウがミノーを襲う出来事が信じがたく、感動したのを覚え
ています。それから3年間、彼と釣りをして行くうちにこの釣りの素晴らしさや難しさが分かってきました。倒木や草
の覆い茂る狭い湿原の川でミノーをアップクロスにキャスト。水底から大きく体を反転させて追ってくるイトウには
捕食の瞬間、ソフトに食い込む繊細で柔らかなティップが必要。しかしながらひとたびイトウがミノーを銜えたなら
ばその繊細さを裏切るような強靱な鋼のフッキングパワーが要求されるのです。御存じの通り、従来のロッドには
こう言った極端な設計のロッドはありませんでした。カスケットが北の雄志と
ともに作り上げたロッド「ルイノス・ヒューチェン」。
河の王よ、時代が流れようとも永遠あれ。

RHB73HS
Lure weight 5~20g,Line class 8~12LB,GRIP:Double（END 250mm）
極端なファーストティップアクションデザイン。ミッドからバットはボロンで堅い顎を打ち抜
くパワーを執拗に巻き込んだ。ライン強度を最大限に活かし、止めるところではしっかりと
止められるロッドです。専用ロッドソックス付き

河の王よ永遠あれ

STANDARD WOOD　＜標準木＞

メイプルバーズアイメイプル パドック ローズウッド

カリン ゼブラウッド トチ ウオルナット

S.SPECIAL WOOD／SPECIAL WOOD　＜特別木＞

花梨葡萄杢 ブラックウオルナットバール ニレ瘤

カリン瘤 カリン瘤・白 カバ瘤

リールシートスペーサー、ランディングネット共通

SSP（花梨葡萄杢など）
プラス   ￥0,000

プラス   ￥0,000

プラス ￥00,000

プラス   ￥0,000

SP（ニレ瘤、花梨瘤など）
プラス   ￥0,000

プラス   ￥0,000

プラス ￥00,000

プラス   ￥0,000

OPTION 仕様
スペーサー交換

オ ー ルウッド

フロント・リアウッド

フロントウッド

プラス   ￥0,000 プラス   ￥0,000リ ア ウ ッ ド
※オールウッドは6ft以下のロッドのみ対応可能です。6ft以上のロッドはコルクを挟んでのリアウッド仕様となります。

カスケットが誇るウッドスペー
サーやランディングネットに使用
する銘木のラインナップです。国
内はおろか世界的に見ても枯渇
危惧されるような銘木をずらりと
在庫しています。特に瘤材は二
度と同じ木目がない満足度の高
いグレードです。さらに木の風合
いと質感、艶や味わいを深める
ためオイルフィニッシュを採用。
ウレタンコートされた木の質感と
違い磨きを掛けることが出来ま
す。オプションでフロントウッド、リ
アウッド、オールウッド等も出来
ます。

Original Duralmin 
Triple screw lock

業界初のトリプルスクリューロック。しっか
りとアップロックした後に第3リングを抑
え、第１リングを下方に回し中央スク
リューリングを上下から挟み締めてくださ
い。第2（中央）リングはネジなしフリーなの
で外す時は簡単に外すことが出来ます。

「銘　木」
シリーズ

A.

B.

C.

D.

A B C標準 D

ORDER STEP カスケットオリジナルロッドオーダーの手順　

STEP 1
ブランクを決定

STEP 2
スクリューリールシート
の金具カラーを選択

STEP 3
ウッドスペーサーを選択
（SSP,SPランク選択の際は有料）

OPTION ORDER

STEP 2
サインネーム入れなど
（有料1箇所/0,000円）

STEP 3
リアグリップレングス変更

（無料/一部変更できない
機種もございます。）

OPTION 1
（有料）→フロントウッドや

リアウッドの追加や
オールウッド設定など。（左写真参照）
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photographed by MN.K

Ruinos Huchen Wood Line Up
※表示価格はスタンダードウッド仕様です。詳しくはＰ9をご覧ください。



Monster Big Trout Stream 30 Stream 26 Stream 23Big Trout curve

決着という名のネット。

削りと磨きを終え、「充実感」に満たさ
れて大きく息をついた。エアーダス
ターで木屑を払うと指先が赤かった。
指先の指紋が磨耗によって薄れ、ほ
とんど見えなくなっている。サンドペー
パーを直に使う私の、最大のウィーク
ポイントだ。手袋で守るという方法も
勿論あるのだが、木の感触を直接感
じていたい私には邪魔な存在。平面
や曲線、微妙な変化を指先が繊細に
拾い、心地良い形に仕上げてゆく。指
先は眼で察知できない変化を捉える
高感度センサーなのだ。
幼い頃、近所の空き地で泥にまみれ
ながら「土の城」を作った。白く乾いた
泥を剥がす時の少しこそばゆい独特
の感覚が懐かしい。
時は流れ、奇しくも指先の仕事にすべ
てを捧げる木工職人となった。木を削
り、そして磨くとき、指先は思い出して
いるに違いない。あの「土の城」や指
先の「こそばゆい感覚」を。いつものよ
うに仕上げの磨きを終え、完成してゆ
くネット達。私はいつも心地良い「充
実感」に満たされる…。
「私だけのConclusion（決着）」の
瞬間だ。

私だけの決着

text by Kal-El-Shin.Woody  Photograph by Kent
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サーモンやイトウなどのモンスタークラス狙い
の大型タイプ。形状で人気を博したビッグトラ
ウトを継承しながらグリップ長を長めにそして
強度も増すよう設計されたモデルです。

全長（グリップ込み）78cm
ネット部（縦52/横39cm）ネット深さ85cm
参考・鱒族対象サイズ60～100cm

S.SPECIAL WOOD
SPECIAL WOOD
STANDARD WOOD

Monster

本流域スタンダードのストレートタイプ。40～
60cmクラスの魚を獲るための必要最低の要
素が詰まっています。移動に大きすぎず斜め
に掛ける必要もありません。そして黄金比を
突き詰めた形状はトラウトファンなら1本は
持っていたいモデルです。

全長（グリップ込み）60cm
ネット部（縦40/横30cm）
参考・鱒族対象サイズ40～60cm

S.SPECIAL WOOD
SPECIAL WOOD
STANDARD WOOD

Big Trout 中流域（尺クラスメイン）のカーブタイプ。小
型ネットでは心許ない大物狙いのアング
ラーにオススメするネットです。カーブタイプ
ですがStream26よりもゆるやかなカーブデ
ザインに仕上げています。

全長（グリップ込み）45cm
ネット部（縦30/横25cm）
参考・鱒族対象サイズ～50cm

S.SPECIAL WOOD
SPECIAL WOOD
STANDARD WOOD

Stream 30

ストレート・ビッグトラウトと同サイズで遊びを
利かせたカーブタイプ。グリップがカーブす
ることによってランディングしにくくなるデメ
リットもSTREAM30で得た「リ・カーブ形状」
で克服。よりコンパクトに仕上がりました。

全長（グリップ込み）60cm
ネット部（縦40/横30cm）
参考・鱒族対象サイズ40～60cm

S.SPECIAL WOOD
SPECIAL WOOD
STANDARD WOOD

Big Trout Curve

その魚と出逢うのは次の瞬間。
the conclusion comes at the next moment. 

ひとつの美しい決着。
a beautiful conclusion. 

Conclusion Conclusion

撮影協力 ： ゲストハウスゆうあん
01548-2-2977 www.uan.ne.jp



14 15

渓流域スタンダードのカーブタイプ。大物の
ランディングはもちろんですが 狙いは美し
い渓魚を獲るためのフレームです。 ネット部
の全長は26cmなので渓流のアベレージサ
イズを美しく演出することが出来ます。

全長（グリップ込み）39cm
ネット部（縦26/横24cm）
参考・鱒族対象サイズ～40cm

S.SPECIAL WOOD
SPECIAL WOOD
STANDARD WOOD

Stream 26

渓流スタンダードにサイズダウンモデル登
場。実は模様の美しさをもっとも見せるのは
幼魚班（パーマーク）の濃い23cmくらいなの
かも知れません。小さなヤマメを美しくフレー
ミングし、まあまあのサイズは欲張りに写真に
収めることが出来そうです。（笑）

全長（グリップ込み）32cm
ネット部（縦23/横18cm）
参考・鱒族対象サイズ～30ｃｍ

S.SPECIAL WOOD
SPECIAL WOOD
STANDARD WOOD

Stream 23

もう少し傍に・・・出逢えた喜びに感謝。
after conclusion photogarph time

STANDARD WOOD ＜標準木＞

メイプルバーズアイメイプル パドック ローズウッド

カリン ゼブラウッド トチ ウオルナット

木材の高級部位である瘤材を
惜し気なく使い、木の風合いを
大事にオイルフィニッシュを提案
したコンクルージョン。ウレタン
フィニッシュに比べ防水性能は
落ちるもののメンテナンスする
楽しみをこのネットは与えてくれ
ました。意外と長い渓流のシーズ
ンオフにこのネットはあなたの部
屋のインテリアとしても活躍して
くれることでしょう。人気の瘤材

（SSP,SP）は2度と同じ木目がな
い個性豊かな素材です。紹介写
真はあくまで一例とお考えくださ
い。SSPランクはグラデーション
ネットが標準設定です。

彫魚作家、永井文雄とのスペシャ
ルコラボレーション。グリップ部を
大きく取ったデザインのコンクルー
ジョンに彫魚を取り付けるオプショ
ンもあります。ここまで贅沢なラン
ディングネットはそうありません。

「銘　木」
シリーズ

S.SPECIAL WOOD／SPECIAL WOOD ＜特別木＞

花梨葡萄杢 ブラックウオルナットバール

ニレ瘤 カバ瘤

カリン瘤 カリン瘤・白

「彫 魚」 永井文雄

Conclusion Wood Line Up

ブローチ／1体￥00,000～
永井文雄の彫魚ブローチや壁掛け
製作も承っております。［要相談］

1体：￥00,000～



ボンッ！
その水柱は静寂を破り、大魚の勝利の
証となるはずであった。しかしだ。
彼が獲物と思っていたモノは「罠（擬
似餌）」だったのだから、彼の怒りや落
胆は計り知れない。
その大魚は今より渾身の力を持って抵
抗に試みる。
この瞬間ばかりは何度つりをやってい
ても1匹や2匹でもなく、魚の種類も雄
か雌かも、大小、重さも関係なくてつり
人の「心が無になる瞬間」だ。
たとえ悩みや苦しみ、病気、怪我、持
病、ストレス、はたまた幸福の絶頂に
あったとしてもこの瞬間は訪れる。
僕はこの瞬間を他にも探してみるが未
だ他に見当たらないのだ。

と    き

無になる瞬間
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銀黒レッドベリー

金黒レッドベリー

アカメ

アユ

若アユ

ブルー＆

グリーンバック

パーチ

金赤レッドベリー

ヤマメ

ARTS OF STREAM

BALSA TRAD 58 F
58mm,4g,Froating,COLOR 全9色展開 

BALSA TRAD 78 F
78mm,7g,Froating,COLOR 全9色展開 

素材／バルサ材
カラー／全9色展開
サクラマス、サツキマス、本流ヤマメ対応の太
軸ワイヤー採用

バルサトラッドは後端・固定ウエイトとセン
ターのシャフトウエイトで絶妙なバランス
を取り、重心移動ミノー並みの飛距離を
実現。ローリング軸を乱さない本流仕様
バルサ製ミノーです。スローフローティン
グ。ローリングアクションを主体に水流の
強い流芯でも飛び出さないハイバランス
設計。そしてバルサの高浮力でキビキビ
と低速でも泳ぎます。なによりも拘ったの
は安定したタダ巻き時のナチュラルロー
リング。喰わせる！と思った瞬間、サカナ
に迷いを与えません。

※昨年は発売にあたり度重なる延期で皆様に
大変失望させて申し訳ありませんでした。来
季に向けては順調な年間計画生産を予定
しておりシーズンオフからリリースしたいと
思っております。皆様にはこの場を借りてお
詫び申し上げます。

何度となく、調整を重ね
姿、形を変えていくバルサトラッド達。

TRAD78(F)

TRAD58(F)

TRAD TRAD



Balvenie
素材：Wool  Size/adjustable

Long morn
素材：Cotton  Size/Free 59cm

SINGLE MINNOW CASE 
「DISPLAY」

素材：スチール 外寸：200×112×27h mm
　　刻印タイプ・サクラマス+刻印タイプ
　　　　　　高級ムートン使用

OILED WOOD BOX
170×105×39h mm
銘杢：全5種類　栃縮杢・たも玉杢・
ゼブラウッド・花梨・バーズアイメイプル
縦2・3・4分割可能スリットと
9cm以上のミノー収納用
横2分割スリット付き

CASKET LION PINS
Color/GREEN,RED,YELLOW,BLUE
七宝焼きと最先端技術を駆使して作られた
小さいのに雰囲気のあるピンです。 

ARTS OF STREAM 
EMBLEM
SIZE/90×30（mm）
Color/GREEN,RED,YELLOW,BLUE

ORIGINAL LEATHER 
NET BAND

ORIGINAL ROD & 
WRISTPROOFBELT
左右1セット、2本入り

WOOD BOX
O I L E D

栃縮杢 バーズアイメイプル花梨ゼブラウッドたも玉杢

WOOD LINE UP 銘杢：全5種類

20 21

LB/直径（mm） 100m 300m

  3LB / 0.148
  4LB / 0.165
  5LB / 0.185
  6LB / 0.205
  8LB / 0.235
10LB / 0.250
12LB / 0.275

￥0,000
￥0,000
￥0,000
￥0,000
　 ー
 　ー
 　ー

￥0,000
￥0,000
￥0,000
￥0,000
￥0,000
￥0,000
￥0,000

騙す動作を完璧にするなら操るミノーがどこにあっ
て、どちらを向いているかが分からなければゲーム
は成立しない。より刺激的なミノートラウトを極める

アングラーならばこのラインにご納
得頂けるはずです。プレッシャー
でナーバスになったトラウトに色
付きのライン？と首を傾げる方は
その操り切れていないアクション

をまずは疑うべきです。もちろんプラッ
ギング専用ラインとしてなじみの良いし

なやかさと高強度を実現しています。まさに
トラウトプラッギンに最高のオリジナルラインです。

※お得な300mは50m毎にマークシール付ききっちり
欲しいメーター数が取れます。12LBのみ50mピッチ
のシールではなく100m,150m,200mでシールを入れ
ています。お間違いの無いように願います。

魚との境界線を繋ぐ

G o o d s

Trout Pluging Casket Goods

Casket original hunting cap



photographed by Yutaka Miyazawa & Osamu Kayama（Fishman）
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MODEL:CF018
#5~12 PH.#6/7

MODEL:CF014
#5~12 PH.#9/10

MODEL:CF019
#5~8 PH.#5/6

MODEL:CF016
#3~8 PH.#5/6

MODEL:CF008
#3~8 PH.#6/7

MODEL:CF011
#5~8 PH.#6/7

MODEL:CF013
#9~12 PH.#9/10

MODEL:CF009
#3~8 PH.#6/7

Dear Bass

カスケットでは2006年、トップウオーターのプラグフライでバスを狙う新た
なバスとの楽しみ方を提案しました。フライキャストなどの優雅さはもちろん
直接で手でラインを手繰るハンドリトリーブでのバスとのやり取りを楽しむ
スタイルはこれまでリールでしか釣りをしたことがない方には驚きの世界だ
と思います。おまけに時期やその湖の食性にもよりますが「虫・昆虫」を補
食するバスにとっては絶大な釣果効果を上げます。大きなプラグにすれた
バスにもプラグフライは有効です。カスケットのロッドは今までの鱒ねらい
のフライロッドの流用ではロッドの長さやパワーにおいて不満を感じていま
した。そこで「ディアバス」のショートレングスでハイパワーなバス専用のフ
ライロッドを開発。これでフローターやカヤック、カヌーなどから快適にバス
フライを楽しめるようになりました。

フライタックルで魅せられるのはこのフライリールのシンプルな美しさにあ
る。ラインを保持しておくためだけの機能のこの丸いリールは何百年経った
今も変わることはない。それだけにデザインの自由度は求められ、それぞれ
に個性を放ってきた。カスケットのフライブランド「リーディングエッジ」は実
は一人のビルダーの手によってハンドメイドされています。金属を知り尽く
した彼だからこそ、メッキやアルマイトには頼らずあくまで経年変化を楽しめ
る無垢金属の磨きや腐食技術で個性を出していく。このリールを手にした
らフライの世界の扉は無限に広がりを見せはじめるはずです。

Dear bass Dear bass

MODEL:CF017
#3~8 PH.#5/6

MODEL:CF006
#5~8 PH.#6/7

MODEL:CF007
#3~8 PH.#6/7

MODEL:CF012
#5~8 PH.#5/6

MODEL:CF002
#3~8 PH.#6/7

dearbass Blank Color lineup

クリアグリーン オレンジタン

Bass Fly World
Casket Style

dearbass #777  
Length 7’7”,line #7~8

dearbass #666  
Length 6’6”,line #5~6

#777は7'7"。フライライン＃7～8をしっ
かりロッドに乗せられるバスフィッシングコ
ンセプトのフライロッドです。多くのトラウ
ト用フライロッドの#7,8対応ロッドは9'近
いレングスですがショートレンジで精度を
求めて楽しむバスフィッシングには長すぎ
ました。少々の風でもフライゲームを可能
にしボリュームのあるプラグフライをしっ
かりキャスト出来る最低限で最高のス
ペックが＃777には盛り込まれています。

フライキャストになれてくると、ほんの少し
タックルパワーを下げたくなるのが釣り人
の性。#777のパワーゲームでバスフライ
を覚えた後はこのロッドでフライの腕をさ
らにステップアップしてください。#777ほ
どの強引なゲームは出来ませんがダブル
フォールのタイミングをしっかり掴んだア
ングラーならば、そうキャストに苦労はしま
せん。もちろんヒットしてからのバスとの
優雅なダンスが十分楽しめます。



「うわぁ～、まるでカウボーイの投げ縄みたいやね～。」
私の嫁がおもむろにそうつぶやいた。
　その日私は嫁を伴い、隣県の山間にひっそりとたたずむ小さな
池に釣りに出かけていた。彼女は日焼けを嫌いカヌーの上で日傘
を差して読書に耽っていたが、私がフライロッドを振りかざしライン
にループを作り始めると本を置き、そうつぶやいたのだった。
　瞬間、私はその比喩表現に軽い違和感を覚えた。英国貴族に
よって楽しまれてきたスポーツとしての歴史を持つフライフィッシン
グを、アメリカの西部開拓時代の歴史でもあるカウボーイの投げ縄
に喩えられ、そのイメージの違いに両者をダブらせることが出来な
かったのである。
　しばらくすると、彼女はまた本を手に取り読書を始めた。私は先
程の一言に気を奪われつつも、ポイントめがけてラインを放ち続け
た。カヌーの進路は穏やかな風に任せた。
　ふと思った。
　「カウボーイの投げ縄、まんざら的外れな喩えでもないな・・・」と。
私はカヌーに乗り込み、ブラックバスという実にアメリカンな魚を標
的に、フライラインを操りループを放つ。カウボーイは馬に跨り、放牧
する牛の後足を標的に、ロープを操りループを放つ。似ているで
はないか！もしかしたら、フライラインを操る力学的要素もロープのそ
れに似ているのではないだろうか？
　フライフィッシングビギナーである私のキャスティングは至って未
完のものであるが、稀にうまくいくことがある。たまたますべてのタイ
ミングがうまく合い、ロッドを持つ手とラインを持つ手にしっかりとテ
ンションを感じつつキャスト。そういう時は驚くほどラインが軽やかに
滑り出していく。これが実に心地よい。
　「フライフィッシングの魅力」は魚を釣ることはもちろんだが、この
「キャスティングの習得」という部分においても大きなものではなか
ろうか？フライの大きさやラインの種類、テーパーリーダーの長さや太
さの調整、風向きなど、そのわずかな違いがキャスティングを大きく
変えるから更に面白い。ルアーフィッシングのそれよりもずっと奥が
深いのだ。
　キャスティング以外にも「フライフィッシングの魅力」はたくさんあ
る。コルクを削ってポッパーを作ることだったり、ラインを手繰り魚と
のやりとりを楽しむことだったり、その世界は今の私にとって広大
な未開拓の分野なのである。私はその開拓を、実にのんびりと楽
しんでいるのだが「開拓する」という部分においては、広大な土地
を目指し未開拓の土地を「開拓」していったカウボーイに、これまた
似ているではないか！（笑）
　しかし決定的に違う部分、それは、「私は遊び、彼らは仕事」で
あるということだ。
　同伴した嫁の何気ないつぶやきのおかげで、くだらないことを
色 と々考えながら釣りをしてしまった。残念ながらこの日はバスに
出会うことは出来なかったが楽しい時間を過ごせた。実に平和で
のどかな休日。
「魚釣りと一緒にしないでくれ！」
カウボーイたちのつぶやきが聞こえてきそうである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　

photographed by Hiroshi Teshima , text by Shinya Amano
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ギリー131

IVORYMOSS SCARLET

length/13ft  width/40inch  weight/25kg前後
color/全4色 ※オーダーカラーも検討しています。

ギリー製作者の横顔 / NATWUS & CLAP

海が好きで糸島に住み着いてし
まったサーファーFRP職人。曲線に
機能と美しさをみるのはサーフボー
ドと共通するモノがあるという。

NATWUS: 
AKIHARU KONISHI

当店のウッドボックスも作るヤマモ
トの家具技術はカヌーの仕上げに
おいても一役買っている。普段は優
しく気のいい彼も木を扱う時は話し
かけることが出来ないほど真剣。

CLAP:
NAOKI YAMAMOTO

カヌーの名「ギリー」の由来はスコットランドのフィッシングガイドの呼び名です。

美しい川で釣りをさせることはもちろん、食事や季節の楽しみも案内する

彼等のこだわりのサービス精神に由来したものです。

たくさんの楽しみを載せて湖上での優雅なひとときをこのカヌーにガイドを申し付け下さい。

NAVY

つりやアウトドアの楽しみの幅をもっと広げようとカヌースタイル提唱を
してきたカスケットでしたが、ついに国産でFRPとウッド張りのカヌーを
製作・発売に至りました。FRP&WOODカヌーで名高いナバロと比べて
も軽量で雰囲気が良いことと国内生産ゆえメンテナンスが容易になりま
した。絶妙なカヌーの外郭のライン出しはサーフボード製作も手掛ける
職人が一つ一つをハンドメイキング。内張のウッドは家具職人が担当す
るという贅沢なカヌーです。主にルアーフィッシングやフライ、ネイチャー
フォトなどを楽しんでいただける様、横幅を最大限（98cm）広くとった設
計。単独ならばカヌーの上で立つ事も可能なくらい安定性を向上させて
います。

Gillie 131 Gillie 131
photographed by Yutaka Miyazawa

週末のアウトドアの遊びとしてカ
ヌーイングは僕にとって釣りの最
高の手段であると共に、子供達
や友人との関わりで多くの楽しみ
や豊かさを与えてくれました。カ
ヌーで過ごす時間は特別な時間
なのです。滑る湖面に手をかざせ
ば心が落ち着く。引っ掛かったル
アーを取りに木々のトンネルに入
ればそこは別世界でした。

週末カヌーライフ
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ヘヴィゲイジシリーズは太いブランクなのが特徴。トラウトが繊細さを表すならばバスは豪快で
あって欲しい。そんな拘りからヘヴィゲイジ・ブランク開発はスタートしました。元祖ヘヴィゲイジ
は力強いキャストとフッキングを重視して作られ、そのイメージから今回「HEADLONG:猪突猛
進」というサブネームを追加。と言うのも元祖モデルから少し力を抜き、ペンシルベイトなども
扱いやすくした「クラシック」モデルを今年度から追加したからです。これでヘヴィゲイジシリー
ズはあらゆるトップウオーターシーンに対応出来るようになりました。

HEAVY GAUGE HEAD LONG
カーボンコンポジットのグラスブランク。1OZクラスでも低い弾道で思いっきりキャスト
が可能。ノイジーやダーター使用時も的確にアクションがつけられて瞬時のフッキング
が可能です。

HG-HL52 ［Length 5’2”ft Lure weight 5/8~1oz,］
HG-HL56 ［Length 5’6”ft Lure weight 5/8~1oz］

HEAVY GAUGE CLASSIC
グラス100％のベンディング綺麗なブランク。HEADLONGで得たキャスト性能を維
持しつつ、ペンシルベイトのアクションを弾かない絶妙な柔らかさ、優雅さを追加。ロッ
ドを握り変えた時に気分まで変えてくれます。

HG-CL52 ［Length 5’2”ft Lure weight 5/8~1oz］
HG-CL56 ［Length 5’6”ft Lure weight 5/8~1oz］ H
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Heavy Gauge Heavy Gauge

HEAD LONG 
Blank Color lineup

モスグリーン

ベージュグレー

CLASSIC
Blank Color lineup

クリアブラウンレッド

オレンジタン

誰しもバスフィッシングを知らない
奴に説明する時、「こんなルアーで
釣れるんだぜ！」って魅せるのは
ワームでもスピナーベイトでもなく
トップウオータープラグかも知れな
い。釣るまでは信じがたい意外性
の（そんなには釣れない）反面、遊
び心は最高峰。そして陽気な笑顔
が似合う釣りなのだ。

つりに遊び心を
教えてくれた魚
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釣
文

釣
り
人
の
思
索
の
行
方

つりは釣れない時間が
大半。だから思索の時
間でもある。躍動の前の
沈黙。夜明け前の闇。こ
うした時間があってはじ
めて「つり」と言えるのだ。

Simply Column

お揃い柄のウキ2本、ロッドソックス・セット、5色展開

僕らの釣りの原点は遠い昔の少年時代、父から習っ
たこんな単純なエサ釣りからのスタートしたのだっ
た。ウキが水中に消し込み、「ドキ！」っとする興奮は
今のルアーフィッシング、特にバスのトップウオー
ターのそれと同じである。子供と一緒に釣りをするな
らまず、こんな竿を一本持って行くことをお薦めす
る。これなら子供達も夢中になります。釣り好きな方
へのプレゼントにも喜ばれることマチガイナシです。

娘はおてんばにしておく！

レ
ッ
ド

マ
ス
タ
ー
ド

ブ
ル
ー

オ
レ
ン
ジ

グ
リ
ー
ン

振り出しロッド “Simply”



Column34 Column 35

凄まじい忙しさが続いたここ数週間。僕は居心地の
いい地下のバーで、シングルモルトのオンザロック
を飲んでいる。そのウイスキーは、子供の頃、届け
物を頼まれたとき「ありがとうね」と近所のおばさ
んからご褒美でもらった飴玉のように甘く口の中に
広がり、スキップしながら熱く喉を走る。ロックア
イスが溶け、魚体がまだ見えない水面のようにウイ
スキーが揺れた。久しぶりに明日はブラックバスと
遊ぶかな。本格的な梅雨入り前の静かな止まない雨
が路面を覆う。ワイパーをスローインターバルに
セットしてインターチェンジに向かう。カートップ
のカヌーの船首からポタポタと雫が落ちる。平日の
雨降りの湖は真冬の森のようにしんとしている。お
気に入りのハンターブーツに足を通し、静かにカ
ヌーを湖面に滑らせる。雨に濡れた木々の緑は怖い
くらい鮮やかな風景。リズミカルにドックウォーク
を繰り返すペンシルベイトに最初の友達が「遊ぼうよ」
と誘ってくれた。梅雨前線を押し上げる低気圧が運ん
でくれたのは音のない雨だけじゃなく、静かな休日と
僕の友達。素敵な雨の国。雨という魔法のフィルター
は全てを深くする。時間。色。感性。嫌いだった雨
降りが好きになったのは間違いなくキミのおかげ。

雨降りのむこうに見えるもの
Text & Photographer/Nobuyoshi Okabe



「親子で釣り、いいですよね～。」

よく言われる言葉です。

あの頃は忙しく、子供と遊ぶことがなかなか出来なかった頃、

「今度からなるべく休み作るよ。ところで何したい？」

「バス釣り！？」

訳の分からないまま始めたバス釣り。

親子でもライバル、子供に負けてられませんよね。

どうだ、オヤジ釣るだろう、悔しいか、釣ってみろ。

その日から十数年よきライバルであること。

これが楽しいのか？いつかオヤジを超えてみろ。

もうとっくに超えられたか、（悔しいのか、嬉しいのか）

オヤジが教えること、

「こんな生き方してますよ、背中みてるかなあ～」

同じ価値観、同じ趣味、トップウオータースタイル＆ウッドのカヌー。

私達親子の拘りで、人生格好良く生きてやれ、そして楽しんで。

きっとあの日から始まったのでしょう。
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「
き
っ
と
あ
の
日
か
ら
？
」

photographed by Hiroshi Teshima, text by 木下おやじ

Takashi Sano＠Jelly�shcafe
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「 

領 

域 

」

 

瀬
や
淵
に
無
心
で
ル
ア
ー
を
打
ち
な
が
ら
道
な
き
渓
を
遡
っ
て
い
く
と
、

突
然
小
さ
な
滝
が
現
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

そ
ん
な
時
い
つ
も
我
に
返
る
よ
う
な
感
覚
に
襲
わ
れ
る
。

 

子
供
の
頃
、
釣
り
の
漫
画
で
森
の
中
の
滝
に
棲
む
怪
魚
の
話
を
読
ん
だ
。

深
い
滝
壺
に
竜
の
よ
う
に
頭
に
角
が
生
え
た
巨
大
な
岩
魚
が
棲
む
と
い
う

そ
の
話
の
持
つ
ロ
マ
ン
は
凄
ま
じ
く
、
子
供
心
に
体
が
痺
れ
る
よ
う
な

畏
怖
と
興
奮
を
覚
え
た
も
の
だ
。

 

結
局
、
漫
画
の
大
岩
魚
の
角
に
は
ち
ゃ
ん
と
オ
チ
が
あ
っ
た
の
だ
が
、

鬱
蒼
と
茂
る
緑
の
中
で
滝
を
見
て
い
る
と
そ
ん
な
神
話
め
い
た
魚
が

姿
を
現
し
て
も
お
か
し
く
な
い
気
が
し
て
く
る
。

現
世
じ
ゃ
な
く
あ
ち
ら
側
に
近
い
、
な
ん
て
言
う
と
少
々
大
袈
裟
だ
け
ど
、

滝
に
い
て
感
じ
る
の
は
「
森
林
浴
」
と
か
「
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
」
な
ん
て

安
っ
ぽ
い
言
葉
で
は
語
れ
な
い
深
山
幽
谷
の
凄
み
だ
。

 

ア
ン
グ
ラ
ー
の
視
点
で
眺
め
た
場
合
、
滝
は
絶
好
の
ポ
イ
ン
ト
で
も
あ
る
。

酸
素
を
集
め
、
餌
を
集
め
、
魚
を
集
め
る
。

し
か
し
、
滝
で
の
ぼ
く
の
釣
り
は
そ
ん
な
記
憶
の
背
景
か
ら
な
の
か
、

い
つ
も
ど
う
も
落
ち
着
か
な
い
。

 

本
当
は
入
っ
て
は
い
け
な
い「
領
域
」
に
こ
っ
そ
り
入
っ
て
釣
り
を

さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

そ
ん
な
気
分
に
な
る
。



photographed by  Ken Kawamura
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　幼
少
の
頃
か
ら
慣
れ
親
し
ん
だ
褐
色

の
河
に
、初
め
て
金
属
製
の
疑
似
餌
を

投
げ
込
ん
だ
と
き
の
こ
と
を
今
で
も
鮮

明
に
記
憶
し
て
い
る
。

　イ
ト
ウ
と
い
う

魚
を
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
自
分
が
人

伝
に
聞
き
脳
裏
に
形
づ
く
ら
れ
た
魚

は
、そ
の
と
き
は
ま
だ
幻
影
で
し
か
な

か
っ
た
。

　河
に
立
つ
こ
と
。

　水
に
触
れ

る
こ
と
。

　風
を
感
じ
る
こ
と
。

　釣
れ
な

く
と
も
、ル
ア
ー
の
動
き
を
眼
と
手
で

感
じ
る
こ
と
。

　そ
れ
ら
す
べ
て
が
楽
し

い
ひ
と
と
き
だ
っ
た
。

　長
い
冬
を
越
し

春
が
や
っ
て
く
る
と
、北
の
植
物
た
ち
が

い
っ
せ
い
に
花
を
咲
か
せ
る
。

　ロッ
ド
を

握
り
締
め
、湿
原
の
河
岸
を
歩
き
、覚

束
な
い
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
で
未
だ
見
ぬ

魚
を
追
う
。

　そ
し
て
、人
生
で
初
め
て

イ
ト
ウ
を
掛
け
た
と
き
と
い
う
よ
り

は
、自
分
の
足
元
に
横
た
え
た
魚
を
眼

に
し
た
と
き
に
よ
う
や
く
そ
れ
を
実
感

し
た
。

　銀
色
の
魚
体
、
分
厚
く
堅
い

顎
、大
き
な
尾
び
れ
。

　なに
も
か
も
が

鮮
烈
だ
っ
た
。

　それ
か
ら
と
い
う
も
の
、学
校
帰
り
の

数
時
間
は
河
で
過
ご
す
日
々
。

　キャ

ス
ト
を
繰
り
返
し
、少
し
ず
つ
キ
ャ
ス
ト

の
形
が
出
来
上
が
っ
て
き
た
が
、イ
ト

ウ
は
な
か
な
か
現
れ
な
い
。

　フィ
ー
ル

ド
に
向
か
う
た
び
に
歩
く
範
囲
は
広

く
な
っ
て
い
た
。

　雨
の
日
も
小
雪
舞
う

寒
風
の
日
も
、自
転
車
で
行
け
る
と
こ

ろ
な
ら
ど
こ
へ
で
も
走
っ
た
。

　あの
イ
ト

ウ
と
い
う
魚
が
そ
う
さ
せ
た
の
だ
ろ
う
。

　釣
り
に
使
う
道
具
に
も
拘
り
は
じ
め
、

そ
の
楽
し
さ
は
す
っ
か
り
自
分
の
趣
味

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　日
本
製
の
道
具
よ

り
も
、ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
製
や
ア
メ
リ
カ
製

の
ル
ア
ー
や
ロ
ッ
ド
に
憧
れ
、使
っ
て
い
る

だ
け
で
釣
れ
そ
う
な
錯
覚
さ
え
覚
え

た
。

　しか
し
、
魚
の
い
る
場
所
を
知
ら

ず
し
て
ど
ん
な
に
よ
い
道
具
を
使
っ
た

と
こ
ろ
で
、そ
れ
を
掛
け
る
こ
と
は
で
き

な
い
。

　そう
思
う
と
、こ
れ
ま
で
の
行
動

範
囲
か
ら
脱
し
、河
の
上
流
か
ら
下
流

ま
で
を
探
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

　そ
こ
に
は
い
ま
ま
で
見
た
こ
と
の
な

か
っ
た
景
色
が
広
が
っ
て
い
て
、
河
の
表

情
も
ま
っ
た
く
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
違
っ

て
い
た
。

　河
を
歩
き
、
自
分
の
身
体
で

流
れ
を
感
じ
、魚
の
居
付
く
場
所
を
探

る
。

　何
本
も
の
イ
ト
ウ
を
掛
け
て
い
る

と
、い
く
つ
か
の
共
通
点
が
見
え
て
き

た
。

　流
れ
の
ど
こ
に
い
る
の
か
、こ
の
淵

の
ど
こ
に
付
く
の
か
。

　それ
が
わ
か
っ
て

く
る
と
魚
と
の
コ
ン
タ
ク
ト
が
格
段
に

増
え
た
。

　

　長
年
釣
り
を
し
て
い
る
と
、そ
の
河
の

様
々
な
変
化
を
観
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

冬
の
結
氷
、春
の
雪
代
増
水
、夏
の
台

風
豪
雨
、秋
の
長
雨
に
よ
っ
て
、流
れ
に

変
化
が
生
ま
れ
る
。

　極
端
な
と
き
は
、

大
き
な
淵
が
翌
年
の
春
に
は
瀬
に
な
っ

て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

　これ
は
大
地
が

で
き
河
が
流
れ
は
じ
め
て
か
ら
毎
年
繰

り
返
さ
れ
る
自
然
の
摂
理
で
あ
り
、河

を
歩
く
楽
し
み
に
も
な
っ
て
い
る
。

　長
く
釣
り
を
し
て
い
る
と
、遅
か
れ
早

か
れ
自
分
の
ス
タ
イ
ル
と
い
う
も
の
が

で
き
て
く
る
も
の
で
、自
分
が
今
の
ス
タ

イ
ル
に
落
ち
着
い
た
の
は
、疑
似
餌
釣

り
を
は
じ
め
て
２０
年
と
い
う
年
月
で
ご

く
最
近
の
こ
と
で
あ
る
。

　いま
ま
で
感

じ
て
き
た
こ
と
は
、自
分
の
想
い
を
カ
タ

チ
に
で
き
た
な
ら
。

　それ
は
昨
今
生
ま

れ
た
わ
け
で
は
な
く
、釣
り
と
い
う
も
の

を
好
き
に
な
っ
た
と
き
か
ら
ど
こ
か
に

描
い
て
い
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

　その

想
い
を
取
り
入
れ
て
形
に
表
し
て
く
れ

る
人
物
と
偶
然
に
も
め
ぐ
り
合
う
。

　

ロ
ッ
ド
や
ル
ア
ー
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト

を
基
軸
に
、
自
分
の
想
い
を
モ
デ
リ
ン

グ
し
て
く
れ
る
。

　そし
て
実
際
に
形
に

な
っ
た
道
具
た
ち
を
手
に
、フ
ィ
ー
ル
ド

で
思
い
描
く
よ
う
に
駆
使
し
、そ
の
感

想
を
素
直
に
伝
え
る
。

　ロッ
ド
で
い
え

ば
、テ
ィ
ッ
プ
は
最
高
の
感
触
。

　しか

し
バ
ッ
ト
は
も
っ
と
堅
牢
で
あ
っ
て
ほ
し

い
。

　自
分
が
そ
の
道
具
か
ら
感
じ
た

思
い
を
伝
え
る
と
彼
は
徹
底
的
に
考

え
て
く
れ
た
。

　彼
の
物
作
り
の
セ
ン
ス

は
、
自
分
の
釣
り
に
求
め
る
想
い
に
光

を
与
え
て
く
れ
る
も
の
だ
っ
た
。

　そ
し

て
出
来
上
が
っ
た
道
具
た
ち
と
釣
り
を

共
に
す
る
こ
と
で
、
自
分
ら
し
さ
を
表

現
で
き
、
誇
り
に
思
え
る
の
で
あ
る
。

　

彼
と
の
出
会
い
で
道
具
に
対
す
る
迷
い

は
な
く
な
っ
た
。

　今
の
ス
タ
イ
ル
を
納

得
し
て
い
る
。

　湿
原
を
歩
き
、そ
こ
に
生
息
す
る
花

や
木
々
を
眺
め
、
河
へ
た
ど
り
着
く
と

い
つ
も
思
う
こ
と
が
あ
る
。

　いつ
ま
で
イ

ト
ウ
と
い
う
魚
を
追
い
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
の
だ
ろ
う
か
と
。

　魅
力
が
あ
る

か
ら
追
い
求
め
る
の
で
あ
り
、そ
の
種
が

い
つ
か
絶
え
て
し
ま
う
懸
念
も
拭
い
去

れ
な
い
ま
ま
、
釣
り
を
続
け
て
い
る
。

　

自
分
は
ど
ん
な
に
釣
り
が
好
き
で
も
、

イ
ト
ウ
が
絶
え
て
し
ま
っ
た
と
し
た
ら
、

釣
り
を
や
め
る
だ
ろ
う
。

　ほか
の
魚
に

は
持
ち
得
な
い
魅
力
が
あ
る
か
ら
。

　

イ
ト
ウ
い
ま
は
そ
の
魚
と
コ
ン
タ
ク
ト

で
き
る
こ
と
が
稀
有
な
こ
と
と
な
り
つ
つ

あ
る
。

　我
々
釣
り
人
は
、そ
の
真
実
を

釣
り
と
い
う
手
段
で
認
知
し
、明
ら
か

に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

う
。

　いつ
か
そ
の
種
が
絶
た
れ
な
い
よ

う
に
、い
ま
し
っ
か
り
と
見
守
ら
な
け
れ

ば
と
節
に
願
う
。

　釣
り
人
に
は
そ
れ

が
で
き
る
の
だ
か
ら･･･

。



九
頭
竜
川
で
サ
ク
ラ
マ
ス
を
釣
る
こ
と
。

photographed by H
itoshi K

itada

text by Takuya Saito

バス釣りをしている人なら誰でも夢見る５０ｕｐ。確かに本や噂、他人が釣ったの

は見たこともあるのに僕はどうしても手にすることが出来ません(泣)

いつも49cmや48cm…あと１cm…。

どんなに伸ばしても、引っ張っても50cmを超えてくれないのです。

そこで自分なりに考えてみた…。

まず性格。なんともおっとりした僕の性格。釣り場に着いてから持って行くル

アーを選んだり、１回で済むタックル運びを忘れ物して何回も行ったり来たりす

るし、挙げ句の果てにはカヤックのパドルを忘れたり…。よそ見している間にバ

スが喰っていたり…。

これじゃあ５０ｕｐ君の釣れるゴールデンタイミングを逃すに決まってる(汗)

そして次に思い当たる事は「運」。これは努力しても身に付くもんじゃない。

小学生の頃、「ウルトラマンセブン」のカップアイスクリームで５回連続で当

たった事があるけど、その時運を使い果たしたようだ(その後お腹を壊したので

そうとも言えないが…)

 

そして僕が考える最大の理由。

それは雨男ならぬ悪天候男。正直これには自信がある！(笑)曇り空なのに家から

１歩外に出ると雨が降り出すし、僕も最近気づいたんですが、僕が主催のイベ

ントの日は決まって天気予報は降水確率８０パーセント以上。そうかと思えば中

止にした途端、雲は流れて晴天へと変わる。まさに天気予報士泣かせ。これは

絶対日頃の行いが悪いからに違いない！

たばこ？...ほどほどに吸おう。

お酒？....これも最近はお付き合い程度(お付き合い程度ってどれくらいだろう？)

夜更かし？....いやこれも「今日中」には布団に入るようにしている。

だとすれば他に考えられることは…まさか！？女性！？いやこれはまず有り得ない(笑)

(笑い事ではない)

しかし、よくよく考えてみると、この僕の中途半端さが４９ｃｍという中途半端さ

を生んでいるのかも知れない…。

そこで僕は考えて見た。僕には５０ｕｐは似合わないのかも知れないと。

もう５０ｕｐなんて望まない！小さなバスだって立派に自慢出来るんだ！！

よ～し！！こうして謙虚にしておけば…（ふふふ）

来年をお楽しみに！

僕にはどうして５０ｕｐが釣れない…
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CASKET AMBASSADOR CASKET AMBASSADORCASKET AMBASSADOR

CASKET AMBASSADOR CASKET AMBASSADOR CASKET AMBASSADOR

CASKET AMBASSADOR CASKET AMBASSADOR CASKET AMBASSADOR

CASKET AMBASSADOR CASKET AMBASSADOR CASKET AMBASSADOR

CASKET AMBASSADOR CASKET AMBASSADOR CASKET AMBASSADOR

［応募対象魚］
■送付ワッペンの種類 
サイズは自己申告です。その基準は計らない方も多いし写真を見れば分かりますよね？

■デラックス（黒金） 
サーモン、イトウ・クラス90cm以上・サクラマス、レインボー、アメマス・クラス65cm以上・
サツキマス、ヤマメ、アマゴ、イワナ・クラス40cm以上

■スカーレットゴールド（赤金） 
サーモン、イトウ・クラス70cm以上・サクラマス、レインボー、アメマス・クラス50cm以上・
サツキマス、ヤマメ、アマゴ、イワナ・クラス35cm以上

■シルバー（黒銀） 
上記以外の対象魚で投稿頂いた方。写真が素晴らしければ道具のある風景でも可です。

デラックス（黒金）

スカーレットゴールド
（赤金）

シルバー
（黒銀）

CASKET AMBASSADOR CASKET AMBASSADOR CASKET AMBASSADOR

CASKET AMBASSDORについて
カスケットではユーザー様の投稿をお待ちしています。投稿頂いた画像は審査の上、ホームページまたはカタログ、広告に採用させて頂き、採用された方々を
カスケットアンバサダー（大使）に認定致します。認定された方には下のワッペン（3色いずれか）を送付させて頂いています。現在対象はトラウトのみですが
07年度には新たなカスケットアンバサダーの枠も検討中です。カスケットはスタイリッシュなユーザー様に支えられ、これからも少しづつ歩んでいきたいと思います。

Isamu Tsuneyama, Kenji Tomita, Tadaaki Chiba, Ken Moriwaki, Takehiro Kiko,
Syoujirou Yoshino, Katsuyuki Chiba, Kazuya Sugawara, Teddy Saito, Masahiro Gotou

［Special thanks］ Shinya Amano, Satoshi Imai, Sano @ Jerry�shcafe, Yuichiro Ishida
Kouki Murakami @ UAN, Ken Kawamura, Natsuki Sakurai, Yutaka Miyazawa,

Katsuya Iwasawa, Osamu Kayama @ Fishman, Fumio Nagai

Casket ambassador Casket ambassador
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学生時代からの気心の知れた友人達

と知床の道の果てにやって来た。今日

の宿は駐車場に停めた愛車。つまり車

中泊である。実践投入するルアーをい

じり、フックをチェックしながら明日の釣

りに思いを馳せ、酒を飲む。遠征先では

毎度の楽しい時間。
 

カラフトマスOncorhynchus gorbuscha。

英名 PINK SALMON。生まれてから

2年きっかりで回帰してくるこの魚。隣り

合う年の魚とは遺伝的な交流がないと

いう、不思議な生態的一面も持ってい

る。この魚を求めて毎年、道内各地はも

とより日本全国から釣り人が集まる。狙

うは豊饒の海の栄養を蓄えて、帰ってく

るフレッシュラン。その引きを味わった釣

り人は病みつきになる。
 

8月14日、午前3:30。不安と期待を胸

に渡船に乗り込む。辺りはまだ暗い。出

航して30分ほど走っただろうか、朝もや

の向こうに目的地が見えてきた。蒼くぼ

んやりと見える光景は断崖絶壁。まさに

山が海に迫るという表現がぴったりの

場所だ。ここが憧れの地か。
 

なんという所だろう。朝陽に照らされた

光景を見て、正直にそう思い溜息が出

た。険しい斜面が迫る小河川が流れ込

むワンド。急斜面には曲がりくねったダ

ケカンバ森、海の岩礁帯の造型が自然

の厳しさを物語っている。
 

上陸して準備をしていると、先に上陸し

た釣り人のロッドが綺麗にしなっている。

ファイトを存分に楽しんでランドされた

魚は見事な60cmオーバー。魚はちゃ

んと居る。ラインシステムを作る手に力

が入るが、一方で早く釣りたい気持ち

で手元の作業も焦る。
 

どんなルアーで釣ってやろう。ここに向

かう車中で色 と々考えた。ルアーは沢

山持ってきたが、攻め方は整理できて

いなかった。海アメと同じようなミノーや

ジグを使ったパターンは通用するのか？

それとも昔から慣れているスプーンの

釣りで手堅く攻めるか？まずは１尾釣り

たかったのでスプーンに手が伸びる。丸

４年振りのカラフト釣り。早く１尾掛けて

感覚を取り戻したい。
 

始めてすぐにコツコツというアタリが手

元に伝わってくる。ラインがカラフトの群

れに当たるためか？ガヤ（エゾメバル）の

いたずらか？しっかりとしたアタリを捉え

るまでスプーンを一定の速度でリーリン

グする。
 

ついに来た！掛かってから猛然と沖方向

へ走る。ロッドが大きくしなり、ドラグが出

てゆく。寄せては走られを繰り返し、何

度目かに勝負に出る。差し出したコンク

ルージョンBIG TROUTに吸い込まれ

た魚体は70cmに迫る立派な雄だっ

た。幅広の魚体だったが、コンクルー

ジョンの枠の曲線は不安を全く感じさせ

なかった。
 

これを釣りたくてここまで来たんだ。ネッ

トの中で横たわる魚と周りの景色に見と

れ、釣り師としての幸せを噛み締めた。

こんな大自然の中で自然と対峙する、

釣りでなければできない自然とのコン

タクトだ。 
知床から帰ってきた今では、この時の写

真を見ながら酒を飲むのが一番の贅沢

な時間になっている。ランドした魚の傍

にはコンクルージョン。思い出に残る物

造りは素敵だと思う。

自然とのコンタクト。
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illustration by ladybird , text by Hirotaka Matsuzoe
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北海道のほぼ真ん中に位置する大雪

山国定公園内にある然別湖とその流

入河川にしか棲息しないオショロコマ

の亜種。それがミヤベイワナ（北海道

の天然記念物）である。このミヤベイワ

ナと僕の最初の出会いは、昨年６月の

出来事だった。ゴールデンウィークに、

もう１０年以上続けている阿寒湖への

釣行。今年は、まさかの湖面結氷で釣

りどころではなかった。暇を持て余す

僕は、現地の釣り雑誌を買い、読んで

みる。“然別湖特別解禁云々”と書い

てある記事が目に止まった。「美しい緑

の宝石！」「ここにしか棲息しない！」「こ

の特別解禁でしか釣ることが出来な

い！」と、釣人を誘発する言葉が連発し

ている。早速、問い合わせ先の北海道

ツーリズム協会然別湖遊漁管理事務

局へ電話をしてエントリーする。

釣行までの時間は、まだひと月以上あ

る。様々な形で“然別湖”“ミヤベイワ

ナ”を調べてみる。この“調べる”が僕

はたまらなく楽しい。然別湖は、古代の

火山が噴火した際に川を堰き止めて

出来た火山性堰止湖ｏｒ火山の噴火

口の陥没により生成されたカルデラ

湖、最大深度１０８ｍ、冬季完全結氷、

１年の寒暖差が６０℃以上等々。棲息

する生物はダケカンバ、クマゲラ、シマ

フクロウ、モモンガ、ナキウサギなど、ワ

クワクしてくる単語ばかりがズラリと並

ぶ。未開発の自然がそのまま残る優

美な森に囲まれた神秘的な湖のイ

メージが頭の中に描かれていく。一

方、ミヤベイワナを調べてみると、オ

ショロコマより鰓耙（さいは）が細長く

約５本多いこと位しか分からない。

じゃぁ、「見た目はオショロコマなの？」

「緑色じゃないの？」「見分けつくの？」と

心の中の僕が問いかける。「でも、綺麗

なオショロコマの５０ｃｍが釣れるんで

しょ！」と頭の中の僕は、大物アングラー

になっていく。

ちょうどその頃、Revolut ionのthe 

naturalist　modelを制作して頂く事

になっていたので、早速、手島さんに

連絡。「絶対に間に合わせて！」と相手

の都合も聞かずに納期の短縮をお願

い（強要？）！

そして６月、然別湖へ。無理を言って

納品して頂いたRevolution RB５５プ

ロトに３lbラインを通し、ダブルラインを

組む。まず、ランドロックのサクラの歓

迎！続いてニジ！そして本命のミヤベが

ヒット！想像以上に綺麗なエメラルドグ

リーンのボディに鮮やかなピンクの斑

点、そして精悍な顔つき。オショロコマ

と区別がつかないどころか全く違う。今

度は、ポイントをワンドの中へ移し、風

の当たらない所でゆっくりと釣りを楽し

む。すぐにブラウンバックのミヤベが

ヒット！このブラウンバックは、確かにオ

ショロコマが親戚関係にあることをよく

理解出来るほど酷似している。そして

イワナの仲間であることを再認識でき

る個体である。

制限時間の午後２時は、アッという間

だった。湖から上がると事務局の田畑

さんが親切に丁寧に然別湖とミヤベイ

ワナについて話してくれる。とても興味

深かったのは、「ミヤベイワナには、グ

リーンバック、ブルーバック、ブラウン

バックの３色がいるんですよ！」という言

葉。３種類？３色？・・・？？？。まるでル

アーのようではないか。今まで「この魚

を釣りたい！」「こんなサイズを釣りた

い！」と、想ったことはあるが、「この色を

釣りたい！」とは、一度も考えたことが無

かった。「どうして３色いるのですか？」

「３色のミヤベイワナは、何処に棲んで

いるのですか？」と、質問した僕に、「回

遊のものは、湖の色と同じグリーンにな

ります。ワンドの中に居着いているもの

は、湖が浅いから湖底の色のブラウン

に染まります。」「じゃぁ、ブルーバック

は？」「それは、湖の色が夏になると、さ

らに透明度が増してグリーンからブ

ルーに変わります。その頃にブルー

バックになると思います。」「・・・。」

４日間の釣行は、アッという間に終わっ

てしまった。ブルーバックのミヤベイワ

ナは見ることも出来ずに・・・。

翌７月、しつこい僕は、再度、然別湖

へ。勿論、夏色になった然別湖に棲む

ブルーバックのミヤベイワナを求め

て・・・。天気は、快晴、水温１７℃、文句

なしの絶好釣日和！しかし、掛かるの

は、サクラとニジばかり。勿論、サクラも

ニジも釣れれば楽しいし、とても嬉し

い。何より面白い！サイズもサクラが、３０

～４０ｃｍ、ニジは、４０～５０ｃｍと大き

く、コンディションもバツグン！でも、ブ

ルーバックのミヤベが釣りたい！けれど、

全然・・・ダメ・・・。「ミヤベイワナは、水

温が１５℃以下の層に棲息しています。

それ以上の水温では、めったに釣れる

ことは、ありません。だから、１３～１５℃の

層を探ってみて下さい。」「それは、この

時期、８ｍ～１０ｍのラインです。」また

また田畑さんがアドバイスをくれた。８

ｍラインを探るタックル？もっているル

アーで狙うことの出来るものは、唯一ス

プーン。早速、スプーンをゆっくりと落と

し込んで誘う。すると、すぐにヒット！だ

が、グリーンバックのミヤベ。１０匹ほど

グリーンバックのミヤベが続いた。一息

入れようと煙草に火をつけて辺りを眺

める。僕の視界を綺麗なエメラルドグ

リーンの然別湖が埋め尽くす・・・。

今回の釣行で、もっとビックリしたのは、

撮影をしようとランディングするが、ほ

んの２、３分くらいで体が銀色に変化し

て、みるみる弱っていったこと。水面温

度が１７℃。この温度に耐えることが出

来ないくらいデリケートで弱 し々い。撮

影するのも可哀想になるくらい・・・。

然別湖の自然を大切にするスタッフ

のみなさんの、ひたむきな姿がミヤベ

イワナの魅力を一層引き立ててい

る。僕もその姿に魅了された一人と

して、ミヤベイワナの素晴らしさを皆

さんに伝えることが出来たらと思い、

筆をとった。

いつの日か、グリーンバック、ブルー

バック、ブラウンバックのミヤベイワナを

キャッチして、並べて記念撮影しよう。

その日が来るまで僕は、然別湖に通い

続けることになりそうだ。

［ミヤベ イワナ ］
text,photographed by Naturalist Mouri
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僕らが自然への遊びを求めるのは本当は脱日常ではなく、本能の回帰なのかもしれません。

我々は消費を繰り返すことに飽き、循環されることを喜びとするから釣り上げた魚を放すのかもしれません。

また自然への接触でもっとも直接的に感じられるものがつりなのかもしれないと思うのです。

「つり人しか知らない風景」を合言葉に収集を繰り返してきた僕らの写真がこうして

カスケットのカタログとしてカタチになったことは大変喜ばしいことです。

僕らは現代の「つり文化」を継承する者として、

もっと「つり」を高みに上げ、表現し、伝えなければならないでしょう。

この場を借りて投稿や協力を頂いた皆様にお礼を申し上げます。
　

そうして僕は、また来る春の水辺に向かって旅の準備を整えます。

2006年　初秋の湖面より　　　　　　　　　　　

　「熱血漢」そのものの友人がいます。クラスに一人はいた人気者で

ヒーロー。そんな彼と始めた渓流釣り。何の知識も無いまま無謀にも初

釣行に出発しました。地図を片手に峠を越え、ばったり出会った野鹿

の後を着いて行き、偶然見つけた素晴らしい渓流。スケールの大きさに

圧倒され、呆然としてまともにキャストができませんでした。

　釣り始めて数時間がたったころ岩陰で休んでいる彼を見つけまし

た。彼はそこで泣いてました。大きな岩に寄りかかって。目の前で涙を流

す姿を見ると掛るべき言葉が浮びませんでした。自分のことで精一杯

の私に人の事なんて何ができるだろう。ただただ戸惑ってばかりの私の

横で彼は泣いていました。長い時間私はそばに座り、二人で水の流れ

を眺めていました。

　静かに毎日を過ごすだけでも、生活していれば色々なことが起きま

す。その経験を通して、驚き喜び悲しみ悩むことを何度も繰り返し、多く

の事を学ぶ。そして自分の考えにたどり着く。「これって面白いぐらい釣

りと一緒やね。」「本当やね。」焚き火を前に彼とした会話。「また鹿に

会えるかな？」「どうかな。」と言って初釣行はぼうずで終了しました。「釣

りっておもしろいと？」と聞かれ、戸惑う私の横で「釣りってイイよ。」と奴

は言ってました。

　度重なる自然災害で姿を変えたけれども、あの渓流には特別に深い

思いがあります。とても大切な思い出です。

text,photographed by Yuichiro Mizukami
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